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野外ステージ竣工記念として行いました 
（ふれあいスポーツ公園内） 

オープン！ テープカット 

＃ぞうぐみさん、大きな声で 

ステージ愛称募集ノ 

野外ステージの、愛称を募集 

します。楽しい、みんなに愛さ 

れる名称をつけてください。 

また、ステージの利用につい 

ても、どしどしご利用ください。． 

お待ちしております。構、畿搬 
問い合せとご利用連絡先は、難 

役場企画開発課 

冨22一〇556まで 

熱唱 ノ 

春風にのって 

I謙． 
に裟嘉議畠篇ぎ 

臓ミi灘麟β‘,嚢ニー‘' 

， 田川消防本部音楽隊 ・ 

,’ トリオ’ザ’ギター 

) 

さ力p力）な歌声か 

/1/li/i &ました0 

，おねえちやん 
カ、つこいいノ 

ワンダフルto night ステップアッブ 

井さあ、みなさんいっしよに 

可プロララムβ 
吹奏楽演奏 

保育園児合唱 

ギター演奏 

パン ド演奏 

バン ド演奏 

謡 

尺 ハ 演 奏 

パイオリン演奏 

バン ド演奏 

田川消防本部音楽隊 

上金田保育園児 

大久保、原田、植高 

スイーズ 

ステップアッブ 

芳美会 

田川無堂会 

中尾、中島 

パーブルモンキーズ 

民
 

合 唱 コールかなだ 

みんなで歌おう「おぼろ月夜、鯉のぼり」 

》そっそ謝i 9 -' 
+, 

0 0 



どうにか しId,くちゃ ゴミガ 
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《
 環

境

問

題

（

地

球

の

温

暖

化

、

自

然

破

壊

 

特
に
ゴ
、
、
、
に
関
す
る
問
題
は
 

「

ご

み

散

乱

防

止

条

例

」

 

アキカンはリサイクルにノ 
町では、空き缶の散乱防止と減量化のために-7カ所（ー 

区、上金田、宝見、神崎ニ、福丸、南木）公民館などに回収 

機を設置しています。 

今まで1年間にスチール缶を31 1,81〇個・アルミ缶を 

125,168個（重さにして、9,529kg ・ 1,539kg) あわ 

せて436,978個を回収しています。みなさん1 人当りに 

表わすと、1年間にひとり約5〇個回収していることになり 

ます。 

この回収機は、空き缶を入れれば「補助券」が1枚発行さ 

れます。20〇枚を台紙に張って、福祉課の窓ロで20〇円 

分の図書券と交換してください。 

3 月までの交換人数は1、02〇人でした。 

また、回収された空き缶は換金して、機械の電気代と子 

ども会の運営資金のー部にあてられています。 

みなさん、アキカンはくずかごに入れるとゴミに、回収 

機に入れれば資源として活用できます。 

7 周9;'同から 

喝み鼠冊助止象側』 

スタートです 
」 

'' , 
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嘉、撃臨 
内

容

を

紹

 

（う一 
／

ー

、

 

介

し

な

が

ら

 

灘
簿
雄
 
欝
鷺
 

ポ
イ
捨
て
を
防
止
す
る
P
R
作
 

戦
、
散
乱
ゴ
ミ
の
一
斉
収
集
な
ど
 

を
み
な
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
 

な
が
ら
、
環
境
美
化
促
進
の
た
め
 

に
力
を
つ
く
し
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
は
 

ど
う
す
れ
ば
 

町
民
の
み
な
さ
ん
と
金
田
町
を
 

訪
れ
た
み
な
さ
ん
ー
。
も
う
一
度
 

自
分
自
身
の
行
動
を
思
い
う
か
べ
 

て
く
だ
さ
い
。
 

ア
ウ
ト
ド
ア
で
遊
び
に
出
か
け
 

た
時
、
外
へ
出
か
け
た
時
に
ゴ
ミ
 

が
で
ま
す
よ
ね
。
ど
う
さ
れ
て
い
 

ま
す
か
？
。
 

●
家
に
持
っ
て
帰
る
 

②
近
く
に
あ
る
く
ず
か
ご
へ
捨
て
 

る
 

⑥
他
人
が
ポ
イ
捨
て
し
て
い
る
所
 

ゴミが先か？看板が先なのか？ 

これはモラルなんかの問題ではないノ 

に
捨
て
る
 

0
だ
れ
も
見
え
な
い
所
に
捨
て
る
 

⑤
帰
り
の
車
か
ら
投
げ
捨
て
る
 

こ
れ
は
当
り
前
の
こ
と
で
す
 

が
、
●
と
②
が
正
し
い
こ
と
は
 

ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
が
、
ゴ
 

ミ
は
必
ず
家
に
持
ち
帰
る
よ
う
 

に
し
た
い
も
の
で
す
。
 

土
地
を
所
有
、
管
理
 

さ
れ
て
い
る
方
は
 

土
地
所
有
、
管
理
者
の
み
な
さ
 

ん
は
、
土
地
に
ゴ
ミ
な
ど
を
捨
て
 

ら
れ
な
い
よ
う
な
処
置
が
必
要
と
 

な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
土
地
を
 

J
 

!J 

清
潔
に
保
持
す
る
よ
つ
に
努
め
な
 

●
 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

商
店
の
み
な
さ
ん
は
 

ど
う
す
れ
ば
・
・
・
 

た
ば
こ
、
飲
料
物
、
ガ
ム
な
ど
 

を
販
売
さ
れ
て
い
る
商
店
は
、
ゴ
 

ミ
の
散
乱
防
止
、
消
費
者
へ
の
啓
 

発
、
再
資
源
へ
の
転
換
に
努
め
る
 

よ
う
条
例
で
定
め
ら
て
い
ま
す
。
 

そ
の
中
で
、
自
動
販
売
機
を
設
 

置
し
て
い
る
商
店
は
、
7
月
 31 

日
 

ま
で
に
役
場
環
境
衛
生
係
に
届
出
 

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
 

て
、
回
収
す
る
容
器
を
備
え
け
れ
 

ば
な
ら
な
》
」
と
に
な
っ
て
い
ま
 

す。 ポ
イ
捨
て
な
ど
の
 

条
例
を
守
ら
な
い
と
 

条
例
目
的
は
、
金
田
町
を
み
 

ん
な
の
責
任
で
美
し
い
自
然
環
 

境
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
残
 

す
も
の
で
、
条
例
を
守
ら
な
か
 

っ
た
時
は
、
勧
告
だ
け
で
す
、
け
 

っ
し
て
罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
勧
告
に
応
じ
な
か
 

っ
た
場
合
は
法
律
の
罰
則
が
適
 

用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

た
と
え
ば
、
走
っ
て
い
る
車
 

か
ら
空
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
を
投
 

げ
捨
て
る
と
「
道
路
交
通
法
」
違
 

反
で
5
万
円
以
下
の
罰
金
。
 

ゴ
ミ
を
指
定
場
所
以
外
に
投
 

棄
し
た
り
す
る
と
、
「
廃
棄
物
の
 

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
 

に
違
反
し
て
、
6

カ
月
以
下
の
 

懲
役
ま
た
は
 50 

万
円
以
下
の
罰
 

金。 国
立
公
園
や
国
定
公
園
で
空
 

き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
を
投
げ
捨
て
、
 

ま
た
は
放
置
す
る
と
 
「
自
然
公
 

園
法
」
違
反
で
 20 

万
円
以
下
の
 

罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
 

問
い
合
せ
環
境
衛
生
係
ま
で
 

冨
 22 

1
6
6
6
4
 

●
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6月12日（日） 

今月は何カミ 

金曲小学校 
創立120周年記念 

式 典 9時30分～受付 
10時～開式 

ところ 金田小学校体育館 

祝賀会 12時30分～ 

ところ 金田町町民会館 

金田小学校が明治6年に開校されて今年で 

120年になります。記念行事には、講演と、 

植樹、記念力プセルを埋設します。 

卒業生のみなさん、町内のみなさん、多く 

のみなさんのご参加をお待ちしております。 

×当日、記念誌（4.000円）も販売します。 

× 

かか1994年0月爆賑っき） JUNE 
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~ 器 よみ 
ミ ミ I 日 衣がえ、気象記念II 

ミ 

ミ ミ 4 H ～歯の衛'I 週間 

ミ 5II 世界環境テー 

ミ 10H 時の記念II 

+ " 

＋ 」 tJ ‘ 」 」へ、 一 一 I l 」 
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ミ l I 目 人梅 

三 I 1 Il 父の~ 1 

ミ 23l I 沖縄慰霊の「 I 

ト 十 

よ*4 **********-

生きがい健康教室の日程 

2日（木）「交通安全」 
9日（木）「歯の健康教室」 
16日（木）「大腸ガンの予防」 
23日（木）「健康と運動」 

7 月7日（木）「医療制度I」 

健康について、知っておきたいことなど 
わかりやすく講義をします。 
\ 9:3〇から受付 

国 9 7 

が
手
手
‘
 い
手
手
手
尋
 

、
り
／
膨
影
影
％
易
影
競
易
（
影
 勿
 

6月5日（日） 

婦人インディア力大会 

9時～ 競技開始 

ところ 町民会館 

今年も地区公民館対抗で熱戦がくりひろげ 

られます。 
東西金田、南木チームの連覇なるか 

意地と意地のぶつかりあい。 

白熱したゲーム展開に応援をノ 

田川郡民体育大会日程 
ら月12日（日） 

19日（巳） 

26日（巳） 

7 月 4-)日（日） 

7 月17ョ（日） 

ソフトボールほか 

ハレーボールほか 
陸上（川崎町運動公園） 

ハトミントンほか 
水泳（温水プールう 

くわしくは、社会教育課まで冨22- 2200 
ノ 

① 

くO：虹（D二（O：くOコ‘z(Dにαの×OにO×O二の×αの×D二町uzのxO二の×OにO×0;azux（αの×αくD二の×Dにαの二の二くα 

7月の予定は 
・7月17日（日）総合検診があります。 

内容、申込み方法は折込 

の用紙をごらんください。 

・7月27日（水）~7月28日（木）予定 

H LOVE 力ナダフェスタ」 
今年もやってきました。夏の力ーニバルノ 

ご参加をお待ちしております。 

の：の×α〔O：くaWに加‘z町こαくαにα（O×αのにO：の×D二てD二こαの×D×O二（oxa亡O×DにO×O二こα〔Oに0：吐のにO:" 

．電『帳 

、一 

凪弧惨婆尋尋界尋弧w 

尋ll、’' 

 A ＼ 問い合せ：社会教育課 
、、 事務局冨22 -2200 勲

 瀞
 

「
《
 

麟． 
I

献血のご協力にノi 
1 らIコ‘フk、 

~ 役場玄関前 ~ 

i 

、 福祉課冨22 - 6664 ノ 

, 

、 

午前8時3〇分から午後1 時まで 
】
い
『
 

かなだふれあい朝 
作って（力）感動 買って 中良し、みんな（め大好さ 

ところ：堀川幹線道路（JA田川金田支所 冨22-0009) 

く瞬美でひを戸 
// 

6月5日（日）消防早朝訓練午前6時～ 

中元寺川と彦山川合流点でおこなわれます。 

早朝6時役場のサイレンが鳴りますが、火 

｝災とおまちがいのないよう、ご協力お願い 

やます。 
べ一ーー へ、トさ里避堕旦べご×～～ー 

0 



【むかし むかし】 【健康づくりシリーズ~ 】 

/ 

、家庭で行う 健康管理

みなさん、はじめまして。 

保健婦の野中と池田です。 

今月から健康づくりのコーナーが始まります。楽しく 

読んでもらえるような内容にしたいと思っています。 

さあみなさん、私たちと一緒に健康について考えてみ 

ませんかノ 

成人病は別名『習慣病』ともいわれ、悪い習慣の積み 

重ねが招いた病気です。問題は、初期の症状が比較的お 

だやかであるため見過ごされてしまい、気がついたとき 

には病気が進行している場合が多いのです。病気の早 

期発見は、早期治療、早期回復の決め手です。そのため 

に、ふだんから自分の健康度をチェツクする習慣を身に 

つけましよう。 

■
体
が
重
く
 

あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

体
重
は
健
康
の
よ
い
尺
度
に
な
 

り
ま
す
。
肥
満
は
血
圧
を
高
く
し
 

た
り
糖
尿
病
の
き
っ
か
け
に
な
っ
 

た
り
、
病
気
の
原
因
と
な
り
ま
 

す
。
ま
た
逆
に
、
や
せ
す
ぎ
て
も
 

体
力
が
十
分
で
な
く
、
か
ぜ
を
ひ
 

き
や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
 

自
分
の
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
 

ン
の
と
き
の
体
重
を
知
っ
て
お
く
 

こ
と
が
大
切
で
す
。
 

目
安
と
な
る
体
重
廿
 

（
身
長
1
1
0
0
）
×
0
.9 

輪
）
議
 

／
レ
魚
～
、
A
勿 

」
り
く
 

■
自
分
の
平
熱
を
 

知
っ
て
る
？
 

体
温
は
そ
れ
ぞ
れ
個
人
差
が
あ
 

り
、
朝
は
低
め
で
タ
方
は
高
め
に
 

な
り
ま
す
。
だ
い
た
い
3
6
度
前
 

後
で
す
。
普
段
の
体
温
を
知
っ
て
 

お
き
、
少
し
で
も
変
だ
と
感
じ
る
 

と
き
は
、
体
温
を
測
っ
て
み
ま
し
 

よーつ。 
そ
し
て
、
普
段
よ
り
0
,5
度
以
 

上
高
け
れ
ば
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
 

■
朝
、
顔
を
 

鏡
で
見
て
い
ま
す
か
？
 

朝
の
目
覚
め
の
観
察
は
、
体
の
 

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
チ
ェ
ッ
ク
す
 

る
の
に
た
い
へ
ん
重
要
で
す
。
 

顔
の
色
つ
や
、
唇
の
色
、
目
の
輝
 

き
、
歯
肉
や
舌
な
ど
を
よ
く
観
察
 

し
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
朝
食
は
お
い
し
く
食
べ
ら
 

れ
ま
す
か
？
 

朝
の
食
欲
は
、
起
き
て
す
ぐ
に
 

は
出
て
こ
な
い
も
の
で
す
。
朝
食
 

は
一
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も
と
。
 

少
し
余
裕
を
も
っ
て
起
き
る
よ
 

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
 

ビ
 

《
身
 ‘、

・

、

 

、
 

一 

一
き
い
ま
し
な
く
一
 

助
 

ゆ
 

ゆ
 

め
 

一 

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
一
 

一
協
議
会
へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
一
 

一
き
ま
し
た
。
こ
の
寄
付
金
は
一
 

一
社
会
福
祉
事
業
、
お
年
寄
り
ー
 

ー
の
幸
せ
の
た
め
に
、
障
害
一
 

一
（
児
）
者
の
幸
せ
の
た
め
に
、
一
 

ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
の
一
 

「
た
め
に
、
そ
の
他
福
祉
充
実
一
 

一
の
た
め
に
、
有
意
義
に
使
わ
ー
 

ー
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

一 

」 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
一
 

一
【
香
典
返
し
】
 

一 

一 

☆
故
 
飯
田
 
慎
吾
様
 

一 

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

8
〉

§

§

§

§

§

§

§

8
〉

§

§

§

町

 

虹
 

助
 

纏
」
加
鶴
憲
飼
 

一 

☆
故
 
浦
野
 
健
一
様
 

一
 一

【
寄
 

一
 
一
 一

【
寄
 

一

 

☆
 

一

 

人
見
 
浦
野
イ
ト
ェ
様
一
 

付
金
】
 

一 

向
桑
野
組
 

一 

取
締
役
社
長
 

一 

桑
野
勝
正
様
一
 

贈】 

一 

ゴ
ミ
袋
 

一 

福
丸
 

一 

木
下
ビ
ニ
ー
ル
工
場
様
一
 

一
 
一
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か
な
然
の
む
か
し
ば
な
し
 

金
田
町
の
市
街
が
で
き
る
ま
で
 

い
ま
金
田
町
部
は
本
町
通
り
も
新
町
 

通
り
も
、
道
路
や
家
屋
の
鉱
害
復
旧
工
 

事
が
進
ん
で
、
立
派
な
市
街
地
と
な
つ
 

て
い
ま
す
が
、
ー
ピ
」
が
約
百
年
前
ま
で
 

は
全
部
水
田
で
、
潅
既
用
水
路
が
縦
横
 

に
走
り
稲
が
植
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
 

を
、
み
な
さ
ん
は
ご
存
じ
で
し
ょ
ー
つ
か
。
 

当
時
町
村
制
の
施
行
に
よ
つ
て
明
治
 

二
十
二
年
四
月
か
ら
金
田
村
と
神
崎
村
 

が
合
併
し
て
神
田
村
と
称
し
て
い
た
わ
 

け
で
す
が
、
人
口
僅
か
二
千
人
の
農
村
 S42年頃の金田駅 

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

そ
れ
が
ご
承
知
の
よ
ー
っ
に
周
辺
に
炭
 

坑
が
開
発
さ
れ
、
そ
の
石
炭
を
輸
送
す
 

る
た
め
筑
豊
興
業
株
式
会
社
に
よ
る
鉄
 

道
布
設
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

そ
し
て
明
治
二
十
六
年
二
月
（
ー
ハ
 

九
三
）
直
方
か
ら
金
田
ま
で
筑
豊
鉄
道
 

が
開
通
し
、
現
在
の
金
田
駅
に
停
車
場
 

が
開
業
さ
れ
ま
し
た
。
 

更
に
明
治
二
十
ハ
年
一
月
に
金
田
駅
 

の
裏
に
、
近
代
的
設
備
を
も
つ
谷
茂
平
 

の
金
谷
炭
坑
が
開
か
れ
、
そ
の
坑
員
の
 

納
屋
が
立
ち
並
び
商
店
が
建
ち
市
街
を
 

構
成
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
 

明
治
三
十
年
に
な
る
と
、
金
田
駅
を
 

中
心
に
住
宅
街
と
商
店
街
が
ほ
ぼ
形
成
 

さ
れ
、
堀
川
河
港
の
開
設
、
金
田
炭
坑
、
 

方
城
炭
坑
、
赤
池
炭
坑
の
開
坑
等
に
よ
 

っ
て
、
本
町
筋
は
道
路
に
沿
っ
て
東
に
 

西
に
、
南
に
北
に
と
伸
び
て
い
き
ま
し
 

た
。
ま
た
明
治
四
十
年
代
に
は
鉄
道
と
 

本
町
の
間
に
あ
っ
た
水
田
を
埋
め
て
新
 

町
道
路
を
拡
張
し
、
数
回
に
わ
た
っ
て
 

区
画
変
更
や
道
路
増
設
を
行
な
い
、
ほ
 

ぼ
現
在
の
市
街
地
が
で
き
あ
が
っ
た
の
 

で
す
。
 

そ
の
結
果
金
田
は
下
田
川
の
中
心
と
 

し
て
栄
え
、
金
田
駅
に
お
け
る
取
扱
い
 

貨
物
は
全
国
で
十
位
以
内
と
な
り
、
旅
 

客
の
乗
降
も
行
橋
、
飯
塚
の
各
駅
に
匹
 

敵
す
る
よ
ー
つ
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
大
 

正
五
年
（
一
九
一
六
）
五
月
二
十
七
日
、
 

町
制
を
施
行
し
神
田
村
を
改
め
て
金
田
 

町
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
年
の
人
ロ
は
ハ
、
一
〇
五
人
、
戸
 

数
一
、
五
ハ
ー
戸
、
駅
周
辺
の
市
街
戸
 

数
は
三
五
〇
余
り
で
あ
つ
た
と
記
録
に
 

あ
り
ま
す
。
 

甚
ー
甚
、
ー
糾
、
ー
苦
ー
菅
！
‘
菅
・
‘
暑
ー
普
・
‘
芳
・
く
苦
、
‘
1

甚
・
く
苦
・
ー
升
、
ー
昇
ー
暑
、
ー
苦
・
‘
苦
、
ー
甚
ー
軒
、
ー
軒
ー
《
！
t

菅
ー
 
苦

ー

 
苦
ー
 
苦

ー

苦

ー

 
骨

ー

 
菅
ー
 
苦

ー

 

寄
 
稿
 
福

田
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金
繊
獅
公
民
館
 

u
排
句
教
室
 

山
焼
い
て
闇
美
し
き
夜
な
り
け
り
 

岩
井
 
鬼
童
 

御
法
話
の
耳
素
通
り
に
春
の
風
 

出
水
 
月
舟
 

雨
止
ん
で
晴
の
高
さ
に
蝶
舞
へ
り
 

（、ar 

建
部
」
百
紀
 

海
峡
の
音
の
あ
ま
た
や
蝶
の
空
 

永
尾
喜
美
江
 

花
冷
や
大
往
生
の
枢
出
づ
 

花
石
か
ほ
る
 

一
と
鉢
に
白
と
真
紅
や
ぼ
け
の
花
 

沖
田
ト
ミ
z
 

散
る
桜
一
途
と
い
ふ
は
美
し
く
 

日
比
生
利
子
 

奥
日
田
へ
軍
線
ゆ
ら
ぐ
花
大
根
 

田
村
 
君
子
 

ふ
ら
こ
こ
の
空
の
高
さ
の
み
な
違
 

ふ
 

大
久
保
和
子
 

曽」 

さ
し
か
け
し
傘
に
花
蕊
の
こ
り
雨
 

末
継
 
久
香
 

亡
き
人
を
し
の
ぶ
よ
す
が
や
一
口
」
の
 

花
 

大
堀
マ
サ
z
 

記
念
樹
の
桜
思
ひ
出
散
ら
し
け
り
 

香
月
 
冨
子
 

訪
ふ
人
の
な
き
ま
ま
桜
散
り
に
け
 

り
 

原
 
美
恵
子
 

畦
道
に
蛙
居
す
わ
り
雨
上
る
 

原
田
 
鈴
江
 

潮
の
香
の
し
た
た
る
土
産
浅
捌
か
 

な
 

坂
田
 
朝
子
 

残
桜
や
暮
る
る
に
間
あ
る
若
狭
富
 

士
 

市
川
 
法
子
 

俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
 
一 

緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
、
特
 

に
初
め
て
の
方
歓
迎
致
し
ま
す
。
 

連
絡
先
 
冨
 22 

ー
〇
6
3
1
 

市
川
ま
で
 

③ ⑨
 

「 

敷
島
町
 
飯
田
武
雄
様
一
 

一 

☆
故
 
石
川
 
隆
男
様
 

一 

一 

本
町
二
 

石
川
雪
子
様
一
 

一 

☆
故
 
原
口
 
友
人
様
 

一 

一 

神
崎
 
森
藤
 
俊
男
様
一
 

助
 

、
」
‘
・
」
又
 

叫
打
マ
「
ー
 

血

土

む

一

監

本

 

助
 


